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人口増加！

2060年までにベルギーの人口が25%
上昇し、1,350万人に達するという
計画局の人口見通しの報告があっ
た。これは、平均寿命の延長と出生
率の増加、各国からの移民が原因。
特にブリュッセル市の人口増加が著
しくなるという。2009年男性の平均
寿命は77.7歳、女性は82.9歳であったが、2060年には男性86.2歳、
女性88.8歳になると予想されている。また、ベルギー人女性による
出生率も2000年の1.57人から2006年から2008年の平均が1.74人と
上昇した。特にブリュッセル市とフランダース地方でこの傾向が顕
著だという。この結果、人口の平均年齢が若返り、労働者人口が増
えたことになる。

文明の利器を生かして

12/20、初めてメディア、eメール、携帯メール、高速道路上の掲示
板などを使ったChild Alertが稼動した。これは、行方不明になった
子どもをいち早く見つけるための情報伝達システムで、車の機種や
プレートナンバーなどの情報が流された。9歳の自閉症の男の子が
母親とともに行方不明になり、自殺を予告した手紙を見つけた家族
が捜索依頼をしたもの。Child Alertが稼動したにも関わらず、捜査
に必要な情報は提供されなかったが、22日母親が家族に連絡をと
り、2人の無事が確認された。

ビール値上がり

AB Inbev醸造所が2012年3月1日より缶ビールとケース入りビール
の販売価格を6%値上げする予定と発表した。ライバル会社Alken-
Maesも3月12日より値上げを開始する。原材料価格の急上昇とエネ
ルギーなどの価格上昇が原因としている。2011年1月に実施された
AB Inbev醸造所の販売価格上昇率は3%だった。

老後はどうする？

20～80歳の1,331人のベルギー人
への調査で、50%の人が老人ホー
ムに対し悪いイメージをいだいて
いるが、77.6%の人が必要があれ
ば入居するという。自由がなくな
る、1人になるのが怖いというの
が主な理由。改善策として、食事
の質をアップ、自宅と同じような環境の部屋を希望する声があっ
た。また、65%の人が経費を負担と感じ、96.6%の人が老後の生活
環境を自分で決めたいと回答している。

暖かい新年

1883年大晦日の最低気温11°Cの記録以来、毎年大晦日の気温は
10°Cを下回っていたが、2011年の大晦日は10.4°Cと1883年以来の
暖かい気温だった。1月10日現在、もくれんのつぼみはふくらみ、
桜はすでに開花している。

500台の風車健在

ベルギーには、2011年末現在498基（フランダー
ス地方191基、ワロン地方246基、海上に61基）の
発電用風車があり、そのうち80基が2011年に設置
された。発電総量は1,080メガワットに達し、これ
は、65万世帯の年間消費電力に相当する。2020年
までにさらに600基の設置が可能だが、そのために
は現在設置が禁止されている軍基地周辺や生物多
様性価値が低い森林地域にも設置することが条件
という。 

ここにも値上げ

2012年1月1日より飲酒運転による罰金が137.5ユーロから150ユー
ロに値上げされた。

ワロン地方で実施されている車の排気量によるエコボーナス（éco-
bonus）の規定が変更された。今後は、二酸化炭素排気量が80g/
km（実施前90g/km）以下のハイブリッド車と電気自動車のみが
対象となる。反対に排気量の多い車にかかる税金（écomalus）は
146g（-10g）の100ユーロから256gの2,500ユーロ（+1,000ユー
ロ）と幅があり、新車、中古車とも同等に扱われる。

1月1日より郵便料金が改定された（新料金情報はプチポワサイト内
へ）。これはインフラ率より高い上昇率で、bpost（ベルギー郵便
局）による改定理由は、システム改良のための投資費用と利益減少
によるという。

競争相手にも平等に

2012年1月1日より時刻案内の電話番号が1300番から078 05 13 00番
へと改定した。改定理由は、誰でも短い電話番号を提供できるよう
にと、ベルガコムと他社との競争のゆがみ改善が目的。

送金が早くなった

送金に3日を要していたユーロ使用国間のインターネット送金が1日
でできるようになった。これは、2009年12月10日施行の支払いサー
ビスに関する法に基づき実施されるもの。従来の紙ベースの送金依
頼には、2日を要する。

Made in Belgiumに

海外進出のため外国資本の投資を受けて
いたチョコレートメーカーマルコリーニ
が、スイスネッスル社から29%の株を買
い戻し、100%ベルギー資本の会社に戻っ
た。Haren（ブリュッセル北）にあるマル
コリーニのアトリエでは、110人の従業員
（うち45人が職人）が世界25店舗のチョ
コレート製造に当たっており、先日台湾にも進出した。
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